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茨城県におげる中小金融機I貨］による 金融摩の構造
高橋{!ji 
I はじめに
都巾化のlヵ喜）Jが， 「資本」 であると いうことは，従米から 考えられてき た！［ しかし，わが国で
は，地連学の宣贔から資本を地域叫家と して把えた研究はほと んどなされなか った． 地理学において
は，資本の地域田集iいと地域1『Ji鉦励のプロセスについて若祭されなくてはなら ない閻題である．資本
の地域的祐柏と地域間移動の現象は，経済埋Hi釦¥'iのみで況明できるものではなく，地理学的な解釈がな
さ汎るへきである豆
''(し者は，仝1月に芯ける Iい小含恣成1見に よる金融1樹の札り込につ いての予察1'!<」な研究をすでに発表し
た3)' その紅以，［卜小金融横閲による食忍園の仝国的分布は， 東京大都了n・圏 ・1:j:i京1姐・阪神幽に集中
し，この ことは :3);部巾圏での念忍晟詣の集］］を示している ．それに反して，｝嵐村空1汀'jでの金池圏の
分布は約しく粗であり）＜似訓叫C)仝国的分布には，地域的差異が著しい．また，各金融圏の予且貸率の
仙は， 大きな仙悩をもち，い）月金仙の J払合，全n―~If,ー］用金l巾辿合会か中心になって，各信用金）車「間の資
伯()1且りを』炉招している ．そのため，盆忍隣11/!1」に資本か虚励し，資本の地域化」移励かなされて lヽる
ごらに各拿閑！在」は， イド次（内に著し く変‘容 し，規校の大きい部市（こ支店が集柏する傾[{ljにあり，それら
し~) 部巾を 叶 l 心( :::<i戸諫圏か玉なり介し，ヽ 金磯崖の階）だ甘生か巡んでいる
本{]!':jは，以［のふうな全国を研究対象とした研究結呆をもとにして，より狭い範囲を取り上げてイ
／テン ノフ fふ晶査によって，中小金融機関による金融圏の地域構造を詳糾lに解明するために）以下の
よう な研究1的を定めた．
(1 i1J地的にみて）金融網かいかに拡大して）視在の盆厨叫を形成するようになったか．
121 金隣協］か地域的にいかに広かり， それぞれの地域ていかなる役翡I」を果してい るか．
研究対象地域としては， i': 『都園の緑辺部に位:i直する灰城県を選定した．茨城県は）首都東京に五接
しなからも，束泉と糸店ぶ交通系統が利根川によって辿断され，長い間，都市化の後進地域であり広
大な／農村空間を介 していた． しかし，五年，庇島1:紺誨工業地岱の辿成と筑被研究学園部市の建設の二
大プロシェ クトか実施され，県の工場誘致策とあいま って工業化 ・都市化の進展が急辿である．
わか1―Iい］には各柾の金融険閾があるか， 今回はrj=i小金融機関であ る信用金）車を選んだ． 信用金）車は，
信用命庫（去 (1951年 6月施行）（こ晶づき， 「国民大衆のために金融の円滑を図り ，その貯醤の増強に
資する」 （同怯弟 1条）ことを目的とする会員組緑の中小企業金融機関である ．主な業務は会員（営
業地区内に，仕所 ・居所または事業所く中小企業のみ＞に有する者， 勤労する者） ・一般の人から預
金 ・定期禎金を受け入れ，）訊則と してこ れを会員に対し貸し出すものであり ，地緑仔引性格が強い．
1976年12月 1日現在，茨城県内には 5つの信用金）車があり， 41の本支店が分布する． 茨城県内で信
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第 1図 信用金庫による金融網の拡大
0 本 店
〇 支 J,i
0 30km 
沃城県における中小金融機関による金融圏の構造（高橋） 135 
月金）車か全金随機閾の総預金額に占めるf罰合は, 11. 0冤である (1976年 3月 31日現在）． この青lj合
は，地方銀行 (56.1 冤）， ~fl)I銀行 (12.5免）に次くものてある 4).
本稿では，各信用金）Ijf か金融機指を呆たす地域 IYJ範囲を把えるために，本店とそれぞれの支J~「りを肛
線で帖び，その外側を綜て田んでてきる空間を金融圏と名づけた．また，本店と支l「いとは，金融活動
をいうことによって密接な閾係を保っている．本店と支店との網状の空間的な閾辿を，金融網と名づ
け化．そして，金融活動の空間的な広がりを，金 とし‘＼う用 した．
I 金融圏の形成
1 --1 盆融網の拡大過程
金氾網の拡大過四を， 1言J甘命l車法が施行さ九た1951{ーに以間について， 5 
a. 1952年＾
?
は1951年 5月に国会を通過成立し， 6月15日に公布施行さ机た． この結果，従来の信
は，金峨槻閲としての機椛を伸長し，公共(!勺性格を明確にした．その一方，信用の糾持，
配慮した信用金｝車と，祖互扶助の＇性格を強闊し，員外取引を制限する一方，その自主性
を費王し， Ii益督も地方長官（ただし，都道府県を越える区域を地区とする糾合は大蔵大臣）に譲り，
信用
用協
その管工化を図った信用協同糾合に分けられた．既存の組合は，法施行後 1年以内に両者のいずれか
のものを選ふことになったり
したかって，現在の 5 のうち，結城信用金庫かます最初に， 1951年10月信用糾合を信用金
Jil[Iこ改組した．詞袢:12月には竜ケ崎と 用糾合かそ九ぞれ信用金庫に改糾し， の1952年 6月
には水j,'{ I―;・J!J金庫と上油信）l金）I¥fか設立された．現在残存する 5信用金庫の前身をさかのほってみる
と，紅J威信）廿金l車の屈史が最も古く， 1902年（明治35年）に肱業組合法による結城磁通信用糾合か設
立した 7). そののち， 石岡信用糾合が1909年（明治42年），竜ケ崎信用組合が1912年（大正元年），土
糾合か1938年，そして水戸信用糾合が1945年に相続いで設立したり したがって，信用金
）車の成立以前から，より地縁的な金融機関である信用糾合としてすでに存在し，今日の金融網の骨子
かできあがっていた．
第1図によると，すべての信用糾合か信用金庫に改糾され終えた1952年の時点には，県内には 8つ
の信用金庫かあった．下館と結城信用金庫を除いて，その他の金庫は支店をもっておらず，狭い範囲
内で金融空間を完結させていたと思われる．そのなかで，結城信用金庫は，関本，三和，境に 3つの
をもち，それぞれ1950, 51, 52年と信用金庫法が施行される前後に関設したものであった．それ
ゆえ，結城信用金庫がいち早く県四部に金融網を確立していた．結城市を中心に紬をはじめ地場産業
が古くから存在しており，それらの製造，販売に中小金融機関が大きな役割を果していたと思われ
る．その他，下館信用金庫が笠間に支店を開設していた．県西部においては，結城信用金庫と下館信
用金庫の金恰虹I組が金融空間を 2分していた．上記以外の信用金庫は北から，磯原，水戸，那珂湊，石
岡，土浦，そして竜ケ崎にそれぞれ本店をもち，金融圏を確立していた．信用金庫の分布は，県北の
山間部と鹿行地区を除いて，比較的均等に分散し，その当時は金融圏と金融圏との競合がほとんどな
136 
かったように息える．当時期の金融圏と
b. 1953年
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そののちの金属應i祖と金融紺］の拡大の とはった．
1952・53灯．こに県内に信用
支店網を拡大した．とくに，
して以来， 1957年までに，水戸・結城・石岡の各信用金）車は，
と水戸信用金庫は他信用金）車を合イ）卜し，そ九ぞれの金融網を拡充し
ていった．水戸信川金庫は， 1956年に磯原信用金）車を含併し，磯！原信用金庫の支店として19531ードに創
した高萩支店も当然のことながら水戸信用金）車の文）J:; 網のなかに吸収さ才した．水戸信）］］金）車は l そ
の他には名賀又店を訓）』させ，県北部の [1~1 小金認直機閃による金融［祖を確立するに至った． さらに，赤
させて，水戸市の市且『地化が西方に仲長することに対応し， 1956年4こは大仇支
店か間），);し，水）,-『b東部への金障空間も拡大させた．また、石岡信用金）1jIは，小川 Il」に最祖］の文店を
1956年にn甘店させて，文l占網拡大の緒についた．ちばみに， 上油と竜ケ鮪伍用金庫は，当時ま
をl}f設してし、なかった．介併さ刀た磯原・下餡両{?IJ甘金J;j「は， 『孔合m:の伸びか低迷し（第 2図）， 磯
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厨信用金庫
年は減少した
C. 1958~62ijこ
1%8年から62年まての間は， 日本全体の経済の高度成長期を迎え，その影膨を受け始めた時期であ
は， 1953年に比べて54年は減少を示し， 金庫のそれは， 55年に比べて56
び，文店のI}甘設が多かった．水戸信用金いは，駅前支店を閲設させて，水戸盲内での
の密度を高めた．その他，石岡信用金庫は，八郷IJと鉾田附に支店肥を広げ，土泊信用
I心に文店をI)廿設した．危ケ綺信用金l車は牛ク久に支i6を開設し，以後，常盤線沿線に金隠網を拡
大させる闘，；紹を見い出した．氾ケ 1裔信用金）車は，かつては，農付空間を後背地にもち，金融空間を確
り，
立していたが，
の都1/T化によって，
cl. 1963~67イト
叩k『(j)5年間には， 6つの文）［ドがlmJ占し，支1:i-;のIJ廿店数が多い時期であった．水戸信用金庫は， 日
〗1 に文},しを開此した．そのため，水戸市から県の最北に位置する北灰城市まで常盤綜／こ沿って支店網
を礼実に広め，県」し剖I/こおける支l苫密度を高めた．また，那珂湊信用金庫は，大洗に出張所を開設し
の柏
ヘ
?
い，それに代って棗京大都甫圏の拡大による常整線
とした金副活動を目ざす傾向を示してきた．
だ．石I/(,i 1,~·J !金Jiドは，神栖に支出を！廿し， 1962年の鉾I王］の支店に引続き四行地区への支出網の拡大を
はかった. L・.; 由信J:F金l車は，阿見に支店を開没し，上［青市とその周辺部の比較的狭い範囲に金融圏を
仰立する傾l1iJを位めた .'1氾ケI裔伍用金)1ー ドは，牛久にサI続き藤代にも支店を聞店し，',管盤線沿線の金融
空1¥lを広める一方，金隣機関の少ない江戸崎への進出もはかった．竜ケ綺信用金庫は，この 5年間に
E誓贔を打り大させ， 1953年を 100とした］孔金景の指数の伸びは著しく，他の信用金庫を抜いて，
い）IJ伯)ij'.の伸び（こ辿った
e. 1968~72年—
1%8年から72年までの 5年間］で，水戸信用金l車は支店を1姐設しなかったが， 1972年4こ那珂湊信用金
)1jIを合併した．郡］可湊信用金庫は， 1936年：（昭和11年）に那珂湊娑業糾合を設立し，そののち，信用
に改糾され， 1966年に大洗に出張所を開設していた． しかし，合併される10年前頃から，他信用
に比へて］孔金昆の屑1びか振わなかった．水戸信用金）由が，那珂湊信用金）車を合併することによっ
て，那珂湊を中心として大各しにイ車びていた金蘭網は，水戸を中心としてコントロー）レさ九る金融網に
した．信用金庫の合併は，全国的な傾向であった．全国において， 1953年 4月から1976年 3月ま
で応イ言用金庫相互間の合イ）j: による消滅は95あったか， 音時期がその件数が最も多く 38件に逹した9)
は，古河に支店を出して東北本線沿線の都甫化の進展，そして結城盲と古河由との地域
的結合開係に対応しに また， 下妻にも支店を聞設しこ 鬼怒川沿いの信用金）車の空隙地；H『を
し，県四部において支）占密度を高めていった，石岡信用金庫は，四島地区に支店を開設し，ますます
此行地区への金融空間の拡大をはかった．土油信用金庫は，祖l立支店を聞設して，土浦田を中心とす
る挟い金
• 藤代・牛久と
d. 1973,._,76'年
る傾向を位めた．竜ケ崎信用金庫は，取手に支店を l~I戸設し， （こ沿って
を広げて， に沿って人口の急増地鬱（こ迎出していった
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1973年から76年まての 4年間に， 9店舗の新設があった．水戸信用金庫は，市内にさらに支店を開
店させ，水戸市内での支店密度を一層高めた．石岡信用金庫は，神栖（こ支店を出して庇島臨海工業地
常への支店網を拡充し，さらに，水戸へも支店を開設して広い範囲に金融空間を広げて営業する方針
を貫いた．また，はじめて水戸て水戸信用金庫と石岡信用金庫の金融圏が競合するようになった．結
城信用金庫は，水海道に支店を新設して，いままての空隙を埋めて金融網を拡大した．土浦信用金庫
は，並木に支店を開店させ，依然として土消甫と土油市周辺の地域を金融圏て被う経営方針を示して
いる．竜ケ綺信用金庫は県外に位置する成田線の布佐に支店を開設し，今まて金融圏を広めてきた常
盤線沿線からははすれたが，成田線沿線は東京方同への通勁者が居住する地区てあり，今まで金融麿
を拡大してきた地区と同じような性格をもつ地区である．
HI 金融圏の構造
lll-1 金融閲の地域構辿
a. 営業区域
前述の通り，それぞれの信用金庫は，大政省財務局により市I町村ことに営業区域が定められてお
り，そのために金融空n,¥1がおのすと限定されている． しかし，各信用金）車がそれぞれの営業区域の拡
大を由請すると，許可されることもあるため，営業区域の範囲は固定的なものてはない
信用金庫は， 従来から協同組緑による粗互金融を目的としていたため， ＇営業区域の制約がある一
方，信用組合当時は 1組合 1店鋪主義の方針があった．このため，一金庫あたり）因舗数も，信用金庫
か発足した当初の1952年 3月末には，本店も含めて全国平均てわすか 2.5店，茨城県内では 1.5 J占で
あった． しかし，信用金庫に改組さ九たのちは，金融機関としての経営基盤の強化，金融網拡大への
意欲に加えて，大蔵省の育成的行政指導もあって，営業区域か拡大さ礼るとともに店鋪数も全国的に
みると毎年平均 100店祝度の割合で増加し，その増加数は1962年度まて毎年銀行を上回っていた10)_
その結果， 1976年 3月末現在，全国には 471の信用金庫があり，本・支店とそれに！［廿張所を含めた店
鋪数は4,632てあり 11)1金庫あたり店舗数は， 9.8店まで拡大し，荻城県内でも7.8店まで増大した．
1信用金庫あたりの店舗数の増加は，店鋪の絶対数の増加によることはもちろんであるが，信用金庫
相互で合併が進み本店数が減少してきたことによる．
営業区域が拡大されてきているが，全国的にみて都道府県一円を営業区域とする信用金庫はわずか
であり，大半のものが 4市耶程度のものである．茨城県内には，信用金庫の発足当時は 8信用金庫で
あったが，現在ては 5つの信用金庫があり， それぞれが営業区域をもっている（第 4図）． それぞれ
の営業区域はもちろん重復するため，金融活動の競合地区が生じている．最も広い営業区域をもつの
は水戸信用金庫であり，県北地区はもちろんのことであるが，庇行地区も含み，県外のいわき甫も営
業区域に入れている．石岡信用金庫が水戸市を営業区域に入れて支店を開設するに伴い，水戸信用金
庫も石岡市を営業区域に入れた．石岡信用金庫の水戸由への支店隕設は，石岡市にある企業が水戸甫
に本・支店をもつことて，石岡市と水戸由が地域的に結合間係にあることや，貸付店舗の新設を意図
したものと考えられる．このような信用金庫の大都市志向は，全国的にみられる傾向である．水戸と
茨城県における中小金融機関による金融圏の構造（高橋） 129 
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第 3図 各信用金庫の金融網図 (1976年12月1日現在）
石岡祠i信用金庫が相互に 営業区域を拡大した結果， 水戸市と石岡市での金融空間の競合が生じてい
?
また， 新しい開発地区である鹿行地区も水戸と石岡両信用金庫の競合地区になっている．
結城信用金庫は， 県西部に営業区域の主要部分をもち， さらに栃木県の小山市と野木町さらに千葉
県の関宿町を営業区域に入れている．
戸市への金融網の拡大が予想される
そして，水戸市を含む県北部にも営業区域が拡大し，将来，水
茨城県内の一大中心地である水戸市は， 3つの信用金庫の営業
区域が重合し， 金融囮が錯綜し金融活動の競合地区になっている． 土浦信用金庫は， 土浦市を中心に
比較的狭い範囲に営業区域をもっている． その営業区域の範囲のなかには， 土浦市と石岡市のみが市
域である．そのうち石岡市には支店がないため， 営業区域のなかで土浦市のみが中心的な役割を果し
ている． したがって， 土浦市が有する金融活動のボテンシャルは大きなものであるといえよう． 石岡
市は，石岡・水戸・土浦の信用金庫による金融圏が重複する地区であり，水戸市とともに金融圏の競
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第4図 各信用金庫の営業区域
灰城県戸おける巾小金融楓関［ごよる金融心のれ賃造（高術）
しい地区である．危ケ崎信｝甘金庫は，営業区域を県梓］部応広げており，
み、人机ている． 泡ケ崎市か県燒（こ五い位置にあることから，
いす九の佑川金）上も，営業区域内のすべての地域に
2県にまたいている
していないので，
141 
も糾
の一部
りに］冨Ii間を形成している． しかし，営業区域は， の間設，貸出先などに詞約を）JI]えている
だめに，羹咄園の形状を決定する
h. 釘囁直lの
なものてある
全M事の形状を大きく分知すると， 2つ応なる．ます第 1は広い地域を包合する金砧圏てあり，
第2は，袂し、地域を般う金融似てある．第 1の具型的な例としては，石岡・水戸そして結城の信用金
仙てある．第 2の類閏の例としては，土訂Hと危ケ崎の 2信用金）i. にてある．第 1の類型のうち，水戸と
金I巾は，尻在，それぞ礼の金融闊か広い範D.Bを被っているが，両者とも既存の信用金庫によ
る含忍叫を合1JFして，金融偽lを広めていったことが特色である．それ応対して，石岡信用金庫は，
岡山を中心とする地区てのj孔金額の上昇が著しいか，貸出先の企業が欠如するため，）生島臨海工業地
仰って， I{し島Il」と神柏Il―]に文）11~ を1m設し，ます，金磯圏を庇行地区に拡大した．さらに，
に入机ることが忍められて， 1976年に水戸駅南［］に支店を新設した．そのため，
岡と水戸のい用金）車による命／奇叫叫か，水戸/Ii'において，重なり合うようになった．全国的にみれば，
大都由において金融園が重なり合う傾1介］は， 1965年煩から になり， 1969年から75年にかけて各地
に生じだ 12). 内において印融国が都叶［で重なり合うことか，これまて起らなかったのは， 5つ
のt・Il金仙かそ机ぞれの金融図を堅持したことととも（こ，大きな都TIが欠如していたことにもよると
苫えられる
）ーJ, 狭い金成1祖をもつ伍）月金庫の範ちゅうには， 士油と竜ケ崎信用金庫が入る． 土油信用
は，本・文1;「片を介めて 5/1いh!Jあるが，そのうち 4店が土屑rm内に存在し，残り 1店も土泊市に隣接す
る1』1)見l!Jにある． したがって，極めて狭い範囲に金融圏か限定さ厄ている．それは，土泊市が金融空
間として大きな価伯をもつためである．土両市の人口は10万を越える 13)が，購売人口はその 3倍14)と
いわ礼， に広い部『lT!俎を有し，その中心性は高い． しかも， に大規模な中心地がなく，市
域に隣接して筑放研究学園都市の建設も迎行し）中心、性をより高める結果となっており，中小金融機
関もこの中心性に依存していると息われる．一方，竜ケ崎信用金庫は，常盤線・成田線沿線地域が東
京大都占圏の都市化に伴って，人口が急増しベノトタウン化に指向したため，金融囮の金融活動の比
舌Hごle.,か， ら‘常盤線・成田綜沿線へ移動した． しかも，竜ケ崎信用金庫が金融網を拡大
してゆく際に， ~lij線の沿線には，急速な都古化が進む一方，金磁機閾が欠如していたために，信用金
）車か立地する素地もあった． そして， ケ崎市に近隣して存在していたために，竜ケ崎信用金
）車の念融圏が比蚊的狭いものになった．
以上のように，金融険関が大きな中心地や交通機関に恵まれた地理的位置に立地すると，相対的に
狭い範囲に金融空間が成立する．それに対して，中心性の低い都『1了しか存在しない地域では，周辺部
に金融圏を広めて，金融空間を面的に拡大した金融囮を成り立たせている
灰城県内の 5つの金融幽の面的な広がりをみると，筑波山山系が県東部と県西部を大きく 2分して
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いる．そのため水戸と石岡の信用金庫による金融圏と結城信用金庫による金融囮とか区分さ九る．結
城信用金）車による金融圏の北側は，下館信用金）車を合併したために，既存の金融圏か東仰」に付1びてあ
ったために，現在もその形状を存続して金融図を東部に仲ばしている．紡城信用金l車の金磯貼の南側
に向うと， 支店網は下互• 水洵道両市のように関東鉄道氾＇総線（、こ沿ってり［ひている． そのため， 結
城・土f1j. 定ケ綺の 3信用金）車による金融囮の中「畠に位置する筑彼研究学園都市の 6カ町杓に，谷和
原村・伊奈村・庁谷Il」などを加えた地：ドには，信用金庫記が全く欠けている． したがって，筑彼山系
とその由側に降ろした線を境にして，東部と四部にます区分できる．上記のように区分した東部は，
県北部の山間地汀｝においては，信用金応網が欠如しているが，北から水戸・石岡・上乳nと'i炉盤線に沿
って順応 3つの合融固が存孔し，さらにそれらの南側には，
に県附部の金蒻』国が形成さ訊ている．
ではないが，屯ケ ,1裔占を中心
前述のように，
の形成は，各都
である
111-2 
金
に古しづく
ような山小盆磁機閾応は，訊＇業区域が限定されてはいるがそれぞれの金
あるいは都印刷を反映するものてあり，しかし都市の重製は機旭
の区分といえよう
の地域「i<」特性，
は，その広がる範囲の地域的な特性を有しているため，それぞれ只った をもつ．各金峨
国の特色を分祈するには，禎金と貸出金両者の特色を分析する必要かあるか，釦金凰の「u名を分析す
る資料が欠如しているため，本稿では貸出盆応ついてのみ分析する．第 5図は，各信用金庫ことに，
1975年度 (1975年 4月 1日~76年 3月31日）の貸出先を業柾別に集計したものである．各信用金庫ご
とに，業種ごとの構成が著しく異っている．水戸信用金庫は，サービス業の割合か信用金庫のうち最
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も高く，水戸Iげの都市的州栴か県内で最も成熟していることを示している．また，石岡信用金l車は，
他の4化川金l車と比蚊して農林水j崖業と不励崖業の書lj合か大きい．農林水産業の書lj合か大きいのは，
拿厨隣Iの広い部分が農村空間を被っていることにもよる．また，此島
工業地闊を込成1れの地区もあるため（こ，不励i崖業への貸付も
)t!I!i、9 の貸付に特化している． しかも，そ礼に の割合も，他信用
に比蚊して灼い．鮎城由を中心として，古くから結城糾I
地てもあるため，胴たんす・桐7、駄などの家内工業も発逹した．これらの家内工業の発逹に対して，
金Ji:!,'.もその青成に力を入礼てきた．一方，東北本線沿線応，近年＾，工場の進出か多い．それ
らへの仕付のため（こ，仝貸出金‘｛煩の26.0冤が製造業に向けられた．上パ廿信用金庫は，卸・小売業の割
合が5い用金庫のなかで最も高く， 35.5匂に己している． これは，金蘭圏の主菱な部分を占める
-ァ-っし，
に卓越していることを示している．また，竜ケ崎信用企庫は，俯人に対する貸出の
<, 49. 5克に辻している．この内沢は，大半が建築ローンてあり，金融圏内の住宅地化に伴
の のための1汀jてある．また，一方，農林水産業への貸付も信用金庫中，最大で
あり，金融図の農杓空間への投資もなされている． しかし，卸小売業への貸出金の割合か20.7夕うであ
り，他に比蚊して最も低く， このことは金融圏内の府業機指が弱休てあることを示している．上記の
ょうに，それぞれの信用金Jiには特色をもっている
次に，い）］］金）車の貸出先の規校について考察してみる. 1973年に全1国の信用金庫の貸出先の規松に
ついて，翡杏され］た 15). その紅果によると，信用金庫の貸i且先は，製造業ては 1~ 3人規槙か42.9冤を
占め，次いて 4~ 9人規松か29.7冤， 10~19人規模が14.1略と続き，貸出先数の86.796が 1~19人の
小規杖企業によって占められている．卸売業では 1~ 2人規模が30.1冤， 3~4人規扱か23.4形， 5 
~9人規校か22.5冤となり， 9人以下の企業規模への貸出か全体の76.09るを占めている．また，小売
業でも， 1 ~ 2人規校への貸出先が54.5冤で過半数を占め， 3~4人規模の26.1クるがこれに続き， 4 
人以下の小規校企業で， 80.696を占めている．以上の詞査結呆からもわかるように，信用金即の貸出
金の分祈も，金融囮 1付の主として巾小規校の業種を反映している．また，茨城県内における信用
の応廿先の業種の内訳を全休的にみると， その貸出金が卸 サービス などの第 3
中心であり，さらに伺人の項目になっているものの大半が給与所得者であることから，第 3
次肛業の刈合かより高いことを示している．それに次いで建設業・製迭業の第 2次産業の割合が高
く，一方，第 1次産業の範ちゅうに入る農林水産業の書lj合は著しく低い．
IV 資本の地域的流動
資本の地域的流動を把握することは，地域間の結合関係を理解するとともに，地域的な諸活動や都
叶『化の進展を推し進める諸力がいかなる地域とかかわり合いをもつかを解明することになる．
各信用金庫の本・支店の頚金量・貸出量，そして余裕金の移動量と移動方向を知ると，資本の地域
的流動を正しく把握できる． しかし，本・支店別の資料は，一般に公表されることはなく，入手でき
る資料は，本・支店別の預貸率のみである． しかも，今回の詞査で預貸率が公表されたのは，水戸・
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第6図 資本の地域的流動
石岡・心ケ騎の1五月］金）車のみであった． したかって，資本の地域間泣励をり］出するにあたっては，い
くつかの
1・イ言用金庫の本・
2. 本支l山の全裕如は，
以—・トの
である
めてから打った．前捉条件としては，以下の
の頂金量・ 貸出鼠は，それぞれの
で最も丘く，貸出
3. 余裕金の移動を，その年度の総，叶とし
を定めたのちに， 3信用 ．?? ?
↓
ある．
数に比例するものとする．
る本・ に移動するものとする
する，
の過不足金を折：定し，図化したものが第 6図
による金融凶内における資本の地域的硫動は，水戸由への資本の地域的集中に
ある．］頁貸率が100クらを越えるのは，本）古と駅前支店である． とくに， かつて本店があった駅前支店
け0-) 2蛇で最 し， 貸出の拠点になっている． 太田・那珂湊・大洸の各支店から
灰城県応おける巾小金礁機関による金融l祖の構込（凸橋） 14日
市に集めら九る一方，赤塚，見和・忙塚などの水戸1ITの都心部から羅れて周辺部に位贔す
る文）｛ドは，］孔貸率が低く，貸出店1i!lである．そのため，上記の 3文店（こ禎金された資本が都心部の本
店，駅[Jri支｝占で貸出さオしていること（こなる．そのため，水戸市のように規校の大きい部叶］は，周辺都
印の資本を吸収するとともに，水戸巾域内の都心部周辺地域からも資本を吸収している． さらに，磯
は，高荻文I占から袖炭さ礼， 日立支／占の不足金は多四支／占から袖われている
ぷ,・.)-
田,F 金庫の金隈I忍I付における資本の地域IM,5流励は，水戸信用金）車のそれとほほ類似する．す
なわち）出ケ騎巾の周辺地域から虚ケ崎巾の本）占に資本か流人するパターンである．取手支）［片を除い
て，他の 4文いは『且金見冷1てあり）余裕金の大半が竜ケ綺由に集 Iいしてくる．東京のような大都市か
ら）-:,j化の人 1」か］関辺地域に分散い住宅地化を廿［し進め周辺地域に資本を恰禎させる．そして，その
の中心地である地方都叶［に資本が集められて，馳方都市の都田化を担＿し進める・ 一方大部市の周
辺地域の且定地化は．）凰存の地万都巾とその周辺の農村空間で裕禎さ九た資本を吸収して進められる．
氾ケ!It省忙）ll 金］巾による金閾圏内の資本の地域畠］流劫と貸 1~1―:\先の業種から）以上のことが廿［測さ九る。
念Jilの金忍閲内における資本の地域間流動は，上記伍用金）「ドのものと著しく異なる．本店
と袖岡・小川・鉾1!3支店力噌'1金）古眉nであり，庇行地区の襄島・神栢・訓来の貸出店舗に資本か流動
してし＼る．柿岡 u月貸冷：40. 85房），鉾1『I(47. 53), 小）I (45.59) 3支店の預貸率は50961こ逹しばしヽも
C)であり）多量の企栢金か他地域へ泣出している、その一方）神栖（『貞貸率119.9896), 屁島(99.4), 
(9(ふ幻） Ii高し‘ を示して， 他地域から資本を吸収している. 2つのクループの性柊は，
忍しく対JI.({的であり，資本の地域りな泊励方I1'.1Jも明1原てある．庇島 のように，大規模な
口菜］也恐か紅『たに されて，大きな投資かなされると，その背後の農村空間，あるいは石岡市のよ
う応既介の地域中心都巾で岳机さ訊た資本か， 中小孟融機関を通してもそ礼らの工業地鬱に流励す
る16l• 以上のように，それそれの地域は）中小金融機関による資本の流動によって結びついており，
資本の地域廿］］流動は，金峨困ごとに著しく異なる．
V まとめ
以上の乱見査をまとめると次のようにいえるてあろう
1. 伍）廿紐J車は，信用金）ti幻去に基づき1951年に組織された. 1951~52年にかけて，灰欺県内には 8
つのに用金J車が創立し，現在の金融網の骨格を作り上げた．県北の山間部とJI信行地区を除いて，金融
網が比餃的均等に分布し，金融圏と金融圏との穀合がほとんどなかった．
2. 金磁圏は，合併と支店網の拡張によって，拡大していった．
3. 金融圏には 2つの類型がある．金融横閲が，大きな中心地や交通機関に恵まれた地理的位闘に
立地すると，相対化］に狭い範囲に金融圏が成立する．それに対して，中心性の低い都盲しか存在しな
い地域では，周辺部に金融圏を広めて，金融空間を面的に拡大した金融圏が形成する．
4. 内の 5つの金融圏の面的な広かりをみると，筑波山山系とその南部に広かった金融網か
欠如した地愕が，県四部と県東部に大きく 2分している．県西部には，結城信用金庫による金融圏が
あり，県東部には，ほぼ常盤線に沿って，北から水戸・石岡・土浦・竜ケ崎の 4信用金庫か，金融圏
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を展閲させている．
5. 信用金庫は，営業区域によって金融空間が市!HJ村単位で限定されている．しかし，それぞれの
金融圏の形成は，各都由の経済崖，あるいは都市圏を反映するものであり，しかも，都市の重要な機
能である金融機詭に基づくものである．
6. 水戸市でC)金融圏の競合は，水戸市と他都市→が地域1ドJしこ深い結合関係にある糸青果である． ま
た，水戸市の金隣空間としてのポテンシャルが大きいために，信用金庫が貸付店聞の新設を意図して
進出するためである．このような信用金庫の立地の大都百志向は，全国的な傾向であるが，茨城県内
では水戸市にその例をみる．
7. 盆峨図は，その広がりの箇囲の地域的特性を有しているため，貸出先
れぞれ異った特色をもつ．
8. 資本の地域閏流動は， の結合閏係を とともに，地域的な
を例にと礼ば，そ
や都市化の迎展を粧
し進める諸力がいかなる地域とかかわり合いをもつかを解明する． 水戸・泡ケ崎両市では， 周辺地
域・周辺都叶『から都心部に資本か流入する一方，水戸市のように贔校の大きは都市では，市域内の都
心部周辺地域からも資本が部心部に移動する．また，）正島腐冒徊工業地；｝ドの造成に伴って，背後の農村
や既存の地域中心都市!(こ さ礼た資本が工業地域に流動する．
本稿をまとめるにあたっては，全国信用金庫連合会大久保明也氏，灰城県信用金庫協会の橋本信彦直務局長，
茨城県内の各信用命山の方々にお且噂号になりました．記して感謝の意を表します．本研究のー部：ご昭和50・51年
度文部省科学研究費を使用しました
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Structure de la zone d'influence financiもredes petits organismes financiers 
clans la prefecture d'Ibaraki (du Japon) 
par Nobuo Takahashi 
Cet article essaie d'elucicler ¥es deux problemes suivants 
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1) Comment des reseaux financiers ant agrandi et formも leurs recentes zones <l'in恥ence
仙anciere・;
2) Corn men t des zones c『 m什uence financiere se dもveloppent rもgionalement et quelles roles 
elles jouent dans chaque region-;, 
Nous avons choisi la prefecture d'lbaraki comrne objet de cette etude. Cette prefecture se 
trouve clans le norcl de la region rnetropolitaine de Tokyo. Nous avons aussi choisi un petit orga-
nisme financier, Shin.vo!::in!:o、depreference aux grandes orgnismes financiers du Japan. Shinyolcinlw 
est un petit organisme financier organise en cooperatives a ]'organisation de membres. La zone 
d'activite est limi1ee a quelques communes, par consequent, Shinyol::inlw est un organisme financier 
tres loud. Dans la prもfecturecl'lbaraki, il y a 5 Shinyokin}w (au 1じ,.d蜘 1976,471 pour tout le 
J apon) nvec、 36 succursalcs (4161 pour tout le Jnpon). Le rnontant des depots de Shinyo!::inl::.o 
clans !a prefecture d'Ibaraki represente 11.0忽 de!'ensemble (au 31 mars 1976) 
On crnit pouvoir tirer !es quelques conclusions suivantes 
l. S'hinyo!、,info a ete organise au Japon en 1951 par la loi de Shinyo!n"nlw. De 1951立52,8 
Sli in¥'()l:in J,、'()「urent f ondes clans la prefecture d'Ibaraki, leur zone d'influence 什nanciere comme 
l'eべsentielclc: L1 region, sauf clans un district montagneux du nord de la prefecture et clans le 
district du Rokko (Knshima et Namekata), !es reseaux financiers sont repandus egalement. I n・y 
; l pas de concurrence entre Jes differents reseaux financiers 
2_ Les zones d'in伽 encefinanciもrese sontもtencluespar la fusion de Shinyo!::inlws et l'elarg1s-
serncnt de leur reseau financier 
3. I y a cleux types regionaux de Shinyo/.:inho_ Si tm Shinyohn/, ぐuse trouve clans une grancle 
ville ou clans une situation geographique favorable, sa zone d'influence financiもre se f orme al ors 
clans une sphere relati¥"ement etroite_ En revanche, d'autres Shinyokinたoss2 trouvent clans une 
region Cll! i n'y a que des petites villes possedant peu de puissance financiらre,leur zone d'in什uence
financiere couvre c1lors une sphとrerelativement vaste 
4. De p,irt la disposition cles 5 zones d'in什uences 什nancieres、 la chaine de rnontagne du 
"Tsukuba'" et son prolongement vers le sud divise la prefecture d'Ibaraki en deux parties. Dans 
la pa rt i e:) u e、ヽtse trouve la zone cl'in什uencefmanciere de Yuki Shi11yoJ、:inl:o,dans la partie est i y 
a quntre zones d'inHuence financiere, celles de Mito, d'lshioka, de Tsuchiura et de Ryugasaki qui 
s'etendent le long de la ligne de chemin de fer de Jyob,rn. 
5. Bien que l'espace financier de Shinyo!. ぐinlwsoil limite par le district d'affaires "etabli par 
le .ivfinistere" des finances par des communes. La zone d'い廿1uence f-inanciere correspond a la zone 
d'in什uencecle la ville: la fonction financiere jouant a notre avis en role primordial 
6. La concurrence des zones cl'influence financiere a Mito (chef-lieu de la prefecture d'Ibaraki) 
provient du fait qu'il y a beaucoup de relations regionales entre Mita et les autres villes environ-
nantes. Et aussi certains Shinyol、:in!.、:oy implantent des succursales, s・occupant surtout de prets, 
厨孤ciant ainsi de puissance financiere de la ville de Mito. La tenclance a !'accumulation de 
succursales de Shinyo/、:inlw clans !es villes se retrouve partout au Japan Dans la prefecture 
d'lbaraki, le cas cle la ville de Mito est typique 
7. Chaque zone cl'influence financ治repossもleune caracteristique regionale tres clifferente selon 
les f orrnes de clもpotset de prets 
8 しephenomもnedes mouvements regionaux des capitaux relもvedes relations entrereg1ons, aut-
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rement dit des capitaux d'orgine rurale et parfois de petites villes font progresser toutes activites 
et !'urbanisation des autres regions. Dans le cas des villes de Mito et de Ryugasaki, !es capitaux 
se dirigent de la zone peripherique et des villes du voisinage vers les centres de ces villes. Par 
contre clans le cas de la ville d'Ishioka, !es capitaux s'accumulant clans les villes locales et dans 
l'espace rural se deplacent vers la nouvelle zone industrielle de Kashirna 
